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大東市立自転車駐車場 内部評価結果 （施設所管課による評価） 

 
【評価対象施設】住道駅東第一・第二自転車駐車場 
【指定管理者名】ミディ総合管理株式会社 
【評価対象年度】令和 3 年度 
【施設所管課名】都市整備部 都市政策室 交通政策課 
 

運営業務、施設維持管理業務、施設利用等許可業務について評価 
コロナ禍で利用者が減少するなか、施設の閉鎖を行うことなく、公共交通機関と同じく、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止の措置を行いながら事業計画に基づき、適切な管理・運営を行っています。 
自由提案として令和２年度から引き続き、「ネコの目」サイトを導入し利用者の促進に努め、また

防犯グッズ・レインコートの販売等実施。さらに令和３年度は、西側にのぼりを設置し新規利用者へ
の周知や第一の東側壁面にダイトンをモチーフとした看板を設置し利用者の安全面を確保するなど、
お客様の立場に立った利用しやすい駐輪場をめざし努力されています。 

市が新型コロナウイルス感染症による収入減少に伴う納入金の見直しについて減額協定を締結
し、適正に管理運営を行っていたことは評価できます。 
 

利用者満足度について評価 
今年度に行った利用者アンケート（１００名に配布。６4 名から回答）では、駐車場全体の満足
度について、不満・やや不満を上げる回答は１件のみで、その他の回答者は、普通以上の満足度を
上げている。苦情・要望があった際には迅速・柔軟に対応されている点、アンケートや駐車場内に設置
しているご意見箱の意見についても管理員が共有し、改善・サービスの向上に努めていることが利用者
満足度に繋がっていると考えられ、評価できます。 
昨年度指摘していた（大型の自転車や大きなかご付の自転車が増えていることや、自転車間の間隔
が狭いこと）についての改善箇所について、管理運営ですべて解決できる内容ではないが、新型コロナ
ウイルス感染症による一時利用減少による空きスペースを利用し、子乗せ自転車等の大きなかご付き
自転車の定期スペースとして利用を始めるなど、利用者の声を取り入れ、指定管理者独自に無駄なく
利用を行っていることが評価できます。 
 
 
 
 
 



 
収支状況について評価 

コロナ禍の外出控えにより、昨年度と比べて利用料金収入が両施設合計で約 260 万円（前年度
比△5％）の減収となっています。 
令和３年度についても納入金を納付して収入から不足する運営経費の 1/2 を納付額から差引くこと
となり、納入金の減額を行いましたが、減収分全額の補填とならないことから厳しい運営となっていると
考えます。今後、コロナ後の新たな生活様式や社会情勢の変化に対応できるよう効率的な運営をお
願いします。 
 

総合評価 
新型コロナウイルス感染症拡大のなか、施設を閉鎖することなく 365 日運営を行っていただいており、 
利用状況に不足のない人員配置や指導員の配置を行い、適切な運営を行っていただいています。 
新型コロナウイルス感染予防対策については、マスク及び軍手の着用など感染予防対策に取り組んで
いた点について評価できます。 
提案事業の中でも「ネコの目」サイトの導入やＨＰ上での定期利用の待機状況の公表などに加え、の
ぼりや看板を設置し効果的な方法で周知をされたこと、一時利用減少による空きスペースを利用し、
子乗せ自転車等の大きなかご付き自転車の定期スペースとして利用を始めるなど、利用者の声を取り
入れ、指定管理者独自に無駄なく利用を行っていることが評価できます。 
利用者アンケートより事業者の対応が評価されておりましたので、引き続き利用者の立場に立った運
営管理を行ってください。 
 
 
●令和２年 1 月以降の新型コロナウイルス感染症の拡大による社会情勢の変化という特殊な状況下

においての評価となります。 
●コロナ禍における市の対応として 

コロナ禍による外出控えにより利用料金が前年度比約 9 割に減収となっています。施設運営にかかる
経費と納入金を合わせて不足する金額については、１/２の額を納入金から差引くこととしています。 

 
 


